
一

有
機
的
〈
国
体
／
国
語
〉
論
の
本
義
（
西
野
）

一
、
な
ぜ
山
田
孝
雄
は
「
国
体
論
」
を
書
い
た
か

日
本
四
大
文
法
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
山
田
文
法
に
よ
っ
て
近
代
国
語
学
の

礎
を
築
い
た
の
が
、
山
田
孝
雄
で
あ
る
。
彼
は
﹃
日
本
文
法
論
﹄︵
一
九
〇
八
︶、

﹃
日
本
文
法
講
義
﹄︵
一
九
二
二
︶、﹃
日
本
口
語
法
講
義
﹄︵
同
︶、﹃
日
本
文
法
学

概
論
﹄︵
一
九
三
六
︶
等
の
文
法
理
論
書
の
み
な
ら
ず
、﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄

︵
一
九
一
〇
︶、﹃
国
体
の
本
義
﹄︵
一
九
三
三
︶、﹃
肇
国
の
精
神
﹄︵
一
九
三
九
︶、

﹃
国
語
学
史
﹄︵
一
九
四
三
︶
な
ど
の
国
体
論
を
発
表
、
文
部
省
発
行
﹃
国
体
の
本

義
﹄︵
一
九
三
七
︶
起
草
に
も
関
わ
っ
た
と
さ
れ
、
代
表
的
な
︿
国
粋
主
義
者
﹀

と
し
て
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
前
・
戦
中
に
神
宮
皇
学
館
大
学
長
・
教
学
刷
新

評
議
会
委
員
・
文
部
省
思
想
審
議
委
員
な
ど
社
会
的
影
響
力
の
強
い
役
職
を
務
め

た
ゆ
え
に
、
戦
後
は
︿
極
端
な
国
家
主
義
者
﹀
と
し
て
公
職
追
放
処
分
を
受
け

た
。
そ
の
た
め
、
多
大
な
業
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、
山
田
文
法
の
理
論
的

展
開
・
精
密
化
を
試
み
る
研
究

1

と
、
そ
の
思
想
的
側
面
や
政
治
的
介
入
を
批
判
対

象
と
す
る
評
価

2

が
分
離
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
総
体
的
な
検
証
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
日
本
語
論
と
国
体
論
を
対
象
に
、
山
田
思
想
の
特
徴

を
描
き
出
す
こ
と
を
試
み
、
そ
の
意
義
を
再
検
討
す
る
。

山
田
孝
雄
は
、
文
法
理
論
書
﹃
日
本
文
法
論
﹄︵
一
九
〇
八
、
宝
文
館
︶
刊
行

の
翌
々
年
、﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄︵
一
九
一
〇
、
同
︶
を
発
表
す
る
。
後
の
評
価

を
左
右
す
る
こ
と
と
な
る
一
連
の
国
体
論
、
そ
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
。﹁
自
序
﹂

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
や
泰
平
の
治
、
先
古
未
曾
有
な
り
と
雖
も
、
人
各
安
逸
に
狃
れ
、
こ
の
聖

世
の
忝
き
を
見
よ
。
百
鬼
白
昼
に
跳
梁
す
る
の
怪
事
な
し
と
せ
ん
や
。
明
治

四
十
三
年
十
一
月
十
日
深
く
心
に
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
。
こ
の
書
公
の
事
を

宝
文
館
主
に
約
し
、
即
日
筆
を
執
り
、
公
余
を
偸
み
て
、
一
週
日
に
し
て
成

る
。
即
之
を
授
け
て
手
民
に
附
せ
し
む
。
国
体
の
宣
明
愚
が
畢
生
の
目
的

な
り
。

こ
こ
に
は
、
山
田
が
国
体
論
に
手
を
染
め
た
動
機
が
言
葉
少
な
に
綴
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
、
そ
の
語
り
口
と
短
期
日
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
事
実
か
ら
そ
の
気
迫

が
感
じ
ら
れ
る
も
、
具
体
的
に
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。﹁
明
治
四
十
三
︵
＝

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
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有
機
的
〈
国
体
／
国
語
〉
論
の
本
義
（
西
野
）

一
九
一
〇
―
引
用
者
︶
年
十
一
月
十
日
深
く
心
に
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
﹂
と
あ
る

の
み
で
あ
る
。
こ
の
日
、
何
が
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
山
田
の
著
作
・
草
稿
類
等
の
旧
蔵
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
富
山

市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
で
あ
る
。
な
か
に
は
数
片
の
切
り
抜
き
も
含
ま
れ

る
。
ど
の
よ
う
な
事
象
に
山
田
は
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
収
集
さ
れ
た
断
片

か
ら
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
記
事
の
内
容
は
、
大
隈
重

信
や
犬
養
毅
な
ど
政
治
家
の
談
話
、
中
島
孤
島
﹁
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
エ
氏
﹂

︵﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
〇
〇
・
一
一
・
二
六
︶、
柳
田
國
男
の
連
載
﹁
隠
里
の
話
﹂

︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
一
九
一
八
・
二
～
三
︶、
五
来
素
川
﹁
普
魯
西
国
体
論
﹂︵﹃
読

売
新
聞
﹄
一
九
一
〇
・
一
〇
・
五
～
一
二
︶、
鳥
居
竜
蔵
﹁
千
島
ア
イ
ヌ
の
巨
人

伝
説
﹂︵
書
誌
未
詳
︶、﹁
人
魚
の
養
殖
﹂︵
同
︶、
自
身
が
新
聞
に
寄
稿
し
た
論
説

や
言
及
さ
れ
た
記
事
、
自
著
の
書
評
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
な
か
で
も
量
に
お

い
て
群
を
抜
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。︿
大
逆
事
件
﹀
関
連
の
切
り
抜
き
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
五
月
二
五
日
、
宮
下
太
吉
ら
が
爆
発
物
取
締
罰
則
違
反
の
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
幸
徳
秋
水
、
管
野
す
が
子
ら
も
同
罰
則
の
対
象
と

認
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
は
や
く
も
五
月
三
一
日
か
ら
は
、
容
疑
を
刑
法
第
七
三

条
︵﹁
天
皇
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
后
、
皇
太
子
又
ハ
皇
太
孫
ニ
対
シ
危
害

ヲ
加
ヘ
又
ハ
加
ヘ
ン
ト
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス
﹂︶
に
該
当
す
る
︿
大
逆
﹀
罪

に
切
り
替
え
て
捜
査
が
行
わ
れ
た
。
六
月
一
日
に
は
幸
徳
秋
水
が
湯
河
原
で
逮
捕

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
続
々
と
検
挙
さ
れ
る
事
件
の
容
疑
者
は
二
六
人
に
の
ぼ
る
。
そ

し
て
、
一
一
月
九
日
、
大
審
院
に
お
け
る
特
別
刑
事
部
公
判
の
開
始
が
つ
い
に
決

定
さ
れ
た
。

山
田
孝
雄
が
自
身
初
の
国
体
論
に
刻
む
日
付
、﹁
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十

日
﹂。
こ
の
日
は
、
そ
れ
ま
で
散
発
的
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
本
件
に
つ
い
て
規

制
が
解
か
れ
、
各
紙
が
い
っ
せ
い
に
報
道
を
は
じ
め
た
日
な
の
で
あ
る
。
事

件
に
対
し
て
﹁
時
代
閉
塞
の
現
状
﹂
を
書
く
石
川
啄
木
が
関
連
記
事
か
ら
な

る
冊
子
﹁
日
本
無
政
府
主
義
者
陰
謀
事
件
経
過
及
び
附
帯
現
象
﹂
を
残
し
た

よ
う
に
、
山
田
も
ま
た
事
件
の
公
判
開
始
か
ら
被
告
二
四
名
へ
の
死
刑
判
決

︵
一
九
一
一
・
一
・
一
八
︶、
そ
の
う
ち
一
二
名
へ
の
特
赦
措
置
︵
一
・
一
九
︶、

そ
し
て
幸
徳
を
含
む
一
二
名
の
死
刑
執
行
︵
一
・
二
四
、二
五
︶
ま
で
、
事
件
の

一
部
始
終
に
つ
い
て
報
じ
る
記
事
を
細
か
に
収
集
し
て
い
る
。
そ
の
﹃
読
売
新
聞
﹄

か
ら
の
切
り
抜
き
は
、
自
著
﹃
中
等
文
法
教
科
書
﹄︵
一
九
〇
八
、
宝
文
館
︶
に

貼
付
・
整
理
さ
れ
て
い
る
が
分
量
は
全
五
六
ペ
ー
ジ
を
埋
め
尽
く
す
。﹁
十
一
月

十
日
﹂
に
は
、﹃
読
売
新
聞
﹄
も
﹁
幸
徳
等
大
陰
謀
事
件
の
公
判
開
始
決
定
﹂
を

第
三
面
で
報
じ
た
。
切
り
抜
き
の
な
か
に
、
こ
の
記
事
も
含
め
て
、
当
日
の
新
聞

記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
山
田
の
目
に
と
ま
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄
の
﹁
自
序
﹂
に
よ
れ
ば
、
山
田
は
、
事
件
の
記
事

に
触
れ
た
そ
の
日
か
ら
執
筆
を
開
始
、﹁
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
六
日
午
前
八

時
﹂
脱
稿
。
奥
付
に
は
、
同
年
﹁
一
一
月
二
八
日
印
刷
﹂、﹁
一
二
月
二
日
発
行
﹂

と
あ
る
。
山
田
孝
雄
の
最
初
の
国
体
論
﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄
は
、︿
大
逆
事
件
﹀

に
対
し
て
、
ま
さ
に
即
応
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
速
さ
で
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



三

有
機
的
〈
国
体
／
国
語
〉
論
の
本
義
（
西
野
）

二
、
山
田
孝
雄
の
身
体
論
的
国
家
観

国
体
は
国
の
体
な
り
。
喩
え
ば
、
人
の
体
あ
る
が
如
し
。
人
と
は
何
か
。
之

を
物
理
学
的
に
見
れ
ば
、
一
個
の
有
形
体
な
り
。
之
を
科
学
的
に
見
れ
ば
、

各
種
元
素
の
組
織
体
な
り
。
之
を
生
理
学
的
に
見
れ
ば
、
幾
多
の
細
胞
の
組

織
せ
る
有
機
体
な
り
。 

︵﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄︶

﹁
国
体
﹂
と
い
う
語
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
個
人
の
身
体
と
国
家
の
政
体
と
が

相
同
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
家
組
織
を
詳
細
に
分
析
す
る
な
ら
、

次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。﹁
人
の
身
体
は
更
に
そ
の
占
む
る
空
間
と
、
そ
の
組

織
す
る
成
分
と
に
分
か
ち
て
も
考
う
る
こ
と
﹂
が
で
き
、﹁
そ
の
空
間
を
国
家
に

て
い
へ
ば
、
国
土
﹂、
さ
ら
に
﹁
そ
の
成
分
を
ば
、
国
民
と
す
﹂
る
。

こ
の
国
家
組
織
を
人
体
の
比
喩
で
論
じ
る
方
法
を
、
山
田
は
そ
の
後
も
手
放

さ
な
い
。﹁
国
体
と
い
ふ
こ
と
を
人
間
の
身
体
に
比
較
し
て
以
て
国
体
と
い
ふ
語

の
真
意
を
さ
ぐ
り
試
み
む
と
す
﹂︵﹃
国
体
の
本
義
﹄
一
九
三
三
、
宝
文
館
︶。
同

じ
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
る
。﹁
国
体
の
体
、
此
の
体
と
云
ふ
の
は
ど
ん
な
も
の
か
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
言
葉
が
出
来
た
か
と
考
え
ま
す
と
、
恐
ら
く
は
人
間
の
身
体
と

云
ふ
も
の
に
準
ら
え
た
言
葉
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
﹂︵﹁
国
体
と
国
民

︵
一
︶﹂﹃
富
山
教
育
﹄
一
九
三
六
・
二
︶。
人
間
の
体
を
組
織
し
て
い
る
も
の
は
細

胞
で
あ
る
が
、
こ
の
細
胞
と
身
体
と
の
関
係
を
考
え
て
見
る
と
、﹁
丁
度
国
体
と

此
の
国
家
を
組
織
し
て
居
る
所
の
国
民
と
の
関
係
に
似
て
﹂
い
る
。
だ
が
、﹁
個
々

の
細
胞
が
生
き
て
居
つ
て
も
︵
⋮
⋮
︶
そ
れ
が
依
り
相
集
つ
た
だ
け
で
も
人
間
で

は
な
い
﹂。
そ
こ
に
は
ま
だ
欠
け
て
い
る
何
か
が
あ
る
。﹁
そ
れ
の
総
て
の
も
の
を

統
一
し
て
一
つ
の
人
間
と
し
て
、
茲
に
確
立
さ
せ
て
行
く
も
の
は
何
で
あ
る
か
と

言
へ
ば
、
そ
れ
は
た
つ
た
一
つ
の
中
枢
的
の
精
神
で
あ
る
﹂。
こ
こ
か
ら
、
一
つ

の
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
る
。﹁
細
胞
の
持
つ
て
居
る
総
て
の
精
神
を
ば
相
依
り
相

集
ま
ら
し
め
る
中
枢
的
精
神
、
魂
と
云
ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
本
当
の
一
個
の
人
間

に
は
な
ら
な
い
﹂。
同
様
に
、﹁
国
家
に
も
中
枢
的
精
神
﹂
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

し
て
、﹁
そ
の
精
神
は
主
権
を
中
心
と
す
る
社
会
組
織
﹂
で
あ
る
。﹁
国
土
﹂
と
﹁
国

民
﹂
と
い
う
要
素
か
ら
、﹁
主
権
﹂
が
一
つ
の
有
機
的
な
︿
全
体
﹀
を
構
成
す
る

の
だ
。

人
間
の
身
体
と
国
家
の
政
体
を
相
同
的
に
と
ら
え
る
類
比
的
思
考
は
、
な
に
も

山
田
の
独
創
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ル
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ

ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
端
を
発
し
て
、
一
〇
世
紀
ア
ラ
ビ
ア
の
﹃
百
科
事

典
﹄
で
は
身
体
は
都
市
や
王
と
の
関
係
に
類
比
さ
れ
、
一
二
世
紀
の
ジ
ョ
ン
・
ヨ

ハ
ネ
ス
﹃
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
﹄
は
魂
と
聖
職
者
、
頭
と
王
、
心
臓
と
元
老
院
、

手
と
兵
隊
、
胃
袋
と
財
政
、
足
と
農
民
を
比
較
、
ま
た
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
イ
ギ
リ

ス
の
﹃
不
服
従
に
反
対
す
る
訓
戒
﹄
に
は
、
臣
下
が
支
配
者
に
つ
い
て
判
断
す
る

の
は
、
足
が
頭
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
の
と
同
様
に
、
不
敬
虔
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
と
い
う
︵﹁
政
治
体
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
﹂﹃
国
家
へ
の
視
座
﹄
一
九
八
八
、
平
凡

社
︶。
広
汎
に
見
ら
れ
る
︿
自
然
﹀
な
身
体
を
モ
デ
ル
に
し
た
︿
国
家
有
機
体
説
﹀

は
、
そ
の
後
、
ホ
ッ
ブ
ス
や
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
ら
の
主
張
す
る
社
会
の
構
成
原
理

を
原
初
の
契
約
に
求
め
る
︿
社
会
契
約
説
﹀
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
に
生
物
進
化
の
研
究
に
お
け
る
発
展
を
反
映
し
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ

ン
サ
ー
に
よ
っ
て
再
び
脚
光
を
浴
び
、
そ
の
︿
社
会
進
化
論
﹀
は
開
明
期
日
本
の
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思
想
界
を
も
席
巻
し
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
思
想
的
傾
向
に
つ
い
て
、
北
一
輝
は
﹃
国
体
論
及
純
正
社
会
主
義

3

﹄

︵
一
九
〇
六
︶
で
言
っ
て
い
る
。﹁
フ
ラ
ン
ス
革
命
頃
ま
で
唱
道
せ
ら
れ
た
る
偏
局

的
個
人
主
義
の
帰
結
と
し
て
国
家
或
は
社
会
を
人
為
的
製
作
物
の
如
く
全
く
機
械

視
し
た
る
独
断
に
反
動
し
て
︵
⋮
︶
国
家
は
機
械
的
の
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
生
命

あ
る
も
の
な
り
と
言
は
ん
が
為
に
国
家
を
一
個
の
生
物
に
比
較
し
以
て
之
を
国
家

有
機
体
説
と
名
づ
け
た
﹂
そ
の
よ
う
な
発
想
は
、
も
は
や
過
去
の
遺
物
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
穂
積
八
束
や
井
上
密
ら
の
名
を
挙
げ
て
言
う
。
国
家
有
機
体
論
者
は
帝

国
憲
法
第
四
条
﹁
天
皇
ハ
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総
覧
﹂
す
る
と
い
う
規
定

中
﹁
元
首
﹂
の
語
を
物
神
化
し
て
、
挙
句
に
﹁
此
の
比
喩
は
児
戯
に
等
し
き
ま
で

玩
弄
﹂
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
﹁
領
土
は
骨
格
に
し
て
人
民
は
筋
肉
な

り
と
云
ふ
が
如
き
、
郵
便
電
信
は
神
系
々
統
に
し
て
動
脈
静
脈
は
鉄
道
船
舶
な
り

と
云
ふ
が
如
き
軍
人
は
爪
や
牙
の
如
き
者
に
し
て
音
楽
家
演
舌
家
は
舌
の
如
き
者

な
り
と
云
ふ
が
如
き
﹂
で
あ
る
。﹁
而
し
て
此
の
比
喩
的
国
家
有
機
体
説
の
悦
ば

れ
た
り
し
も
の
は
頭
首
に
比
較
さ
れ
た
る
皇
帝
や
政
府
に
し
て
手
足
に
比
較
さ
れ

た
る
労
働
者
階
級
こ
そ
最
も
不
幸
﹂
で
は
な
い
か
。

個
人
の
身
体
と
い
う
︿
自
然
﹀
の
産
物
と
、
国
家
と
い
う
社
会
的
構
築
物
と
の

対
応
関
係
が
前
提
の
︿
国
家
有
機
体
説
﹀
は
、
人
体
を
規
範
と
す
る
秩
序
に
適
合

的
な
社
会
構
造
と
政
治
行
動
の
み
を
︿
自
然
﹀
な
も
の
と
し
て
正
当
化
す
る
。
有

機
的
組
織
の
な
か
で
は
、
個
々
の
部
位
は
全
体
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
し
て
動
員
さ

れ
、
相
応
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
︿
正
常
﹀
な
機
能
だ
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

︿
大
逆
事
件
﹀
を
報
じ
る
﹁
無
政
府
主
義
者
﹂︵﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
一
九
一
〇
・ 

一
一
・
一
〇
︶
と
題
さ
れ
た
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

コ
レ
ラ
の
如
く
、
ペ
ス
ト
の
如
く
、
無
政
府
主
義
者
も
我
日
本
を
侵
し
来
れ

り
。
前
者
は
人
体
を
侵
し
、
後
者
は
人
心
を
侵
す
。
吾
人
は
前
者
の
如
く
、

後
者
を
取
扱
ふ
の
外
な
か
る
可
し
。︵
⋮
⋮
︶
最
も
良
き
政
府
を
以
て
最
も

悪
き
物
と
す
る
彼
等
な
れ
ば
、
吾
人
が
最
も
仰
す
る
主
権
者
は
則
ち
最
も
彼

等
が
付
け
狙
ふ
所
な
る
が
如
し
。
今
度
検
挙
せ
ら
れ
て
予
審
せ
ら
れ
将
に
公

判
に
付
せ
ら
れ
ん
と
す
日
本
の
無
政
府
主
義
者
も
、
刑
法
第
七
十
三
條
の
罪

に
該
当
す
る
者
と
い
ふ
以
上
、
其
陰
謀
の
性
質
は
、
言
は
ず
と
も
知
れ
た
る

帝
冠
の
呪
詛
な
る
べ
し
。

国
家
身
体
が
︿
自
然
﹀
な
有
機
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
背
く
こ
と
は
︿
自

然
﹀
へ
の
反
逆
だ
。
ゆ
え
に
、
社
会
全
体
の
利
益
に
敵
対
す
る
よ
う
な
個
人
・
思

想
・
行
動
が
顕
現
し
た
場
合
、
そ
の
不
調
は
︿
病
﹀
と
し
て
感
知
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

︿
自
然
﹀
な
身
体
の
︿
正
常
﹀
な
状
態
を
妨
げ
る
よ
う
な
︿
病
﹀、﹁
コ
レ
ラ
若
し

く
は
ペ
ス
ト
﹂、
あ
る
い
は
﹁
無
政
府
主
義
者
﹂
は
、
常
に
身
体
の
外
部
か
ら
侵

入
し
た
も
の
だ
と
み
な
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
異
分
子
は
外
へ
と
排
除
さ
れ
、
本
来

の
︿
自
然
﹀
な
有
機
的
秩
序
が
回
復
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

4

。

当
時
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、﹁
例
へ
ば
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
の
病
毒
の
如

き
﹂、﹁
無
政
府
共
産
主
義
の
如
き
も
の
ゝ
伝
来
に
接
し
仮
初
め
に
も
之
に
感
染

す
る
の
偏
狂
者
﹂
と
い
う
表
現
と
し
て
︵﹁
前
代
未
聞
の
事
件
﹂﹃
時
事
新
報
﹄

一
九
一
一
・
一
・
二
〇
︶、
あ
る
い
は
﹁
各
種
の
伝
染
病
は
全
く
之
を
防
遏
す
る

こ
と
能
は
ざ
る
如
く
、
人
間
思
想
上
の
悪
疫
と
も
称
す
べ
き
無
政
府
主
義
の
迷

信
者
が
、
幸
徳
一
派
の
絞
刑
と
共
に
、
永
久
に
帝
国
の
領
土
内
に
再
現
す
る
こ
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と
無
し
﹂
と
は
断
言
で
き
な
い
︵﹁
陰
謀
事
件
及
び
其
の
善
後
﹂﹃
東
京
日
日
新

聞
﹄
一
九
一
一
・
一
・
二
七
︶
と
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
。
山

田
が
収
集
し
て
い
た
記
事
に
も
、﹁
病
気
で
衰
弱
し
た
身
体
に
バ
チ
ル
ス
の
入
り

易
い
様
に
毒
は
直
ち
に
食
ひ
込
ん
だ
﹂、﹁
日
露
戦
後
の
世
間
が
疲
弊
し
た
弱
身
に

く
ひ
込
ん
だ
病
気
で
あ
る
﹂︵
井
上
哲
次
郎
﹁
破
壊
思
想
の
源
流
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄

一
九
一
〇
・
一
一
・
一
九
︶
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
極
刑
と
い

う
形
で
有
機
的
な
国
家
身
体
か
ら
排
除
さ
れ
た
幸
徳
秋
水
で
す
ら
、﹁
所
謂
愛
国

心
は
実
に
之
が
病
菌
た
り
、
所
謂
軍
国
主
義
は
実
に
之
が
伝
染
の
媒
介
た
る
﹂
ゆ

え
、﹁
愛
国
的
病
菌
は
朝
夜
上
下
に
蔓
延
し
、
帝
国
主
義
的
ペ
ス
ト
は
世
界
列
国

に
伝
染
し
、
二
十
世
紀
の
文
明
を
破
毀
し
尽
さ
ず
ん
ば
已
ま
ざ
ら
ん
と
す
﹂︵﹃
廿

世
紀
の
怪
物
帝
国
主
義
﹄
一
九
〇
一
、
警
醒
社
書
店
︶
と
、
体
制
に
批
判
を
向
け

る
際
に
同
様
の
比
喩
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
︿
隠
喩
と
し
て
の
病
﹀

は
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
。

国
家
が
有
機
的
な
身
体
と
し
て
想
像
さ
れ
る
時
代
、
そ
の
よ
う
な
空
気
を
呼
吸

し
な
が
ら
、
山
田
は
最
初
の
国
体
論
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
山
田
孝
雄
の
身
体
論
的
言
語
観

﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄
を
発
表
す
る
二
年
前
の
一
九
〇
八
年
、
山
田
は
大
著
﹃
日

本
文
法
論
﹄
を
刊
行
し
て
い
る
。
一
九
〇
二
年
に
書
か
れ
た
﹃
日
本
文
法
論
﹄
上

巻
は
一
九
〇
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
に
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
、
四
半

世
紀
後
の
一
九
二
九
年
に
山
田
は
同
書
に
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
上
巻
を
受
け
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
ま
さ
に
名
実
と
も
に
山
田

文
法
の
原
点
に
し
て
集
大
成
で
あ
る
。

山
田
は
同
書
第
一
部
第
一
章
﹁
国
語
の
単
語
分
類
法
の
沿
革
及
批
評
﹂
に
お
い

て
、
富
士
谷
成
章
﹃
か
ざ
し
抄
﹄︵
一
七
六
七
︶
の
﹁
か
し
ら
に
か
ざ
し
あ
り
。

身
に
よ
そ
ひ
あ
り
。
下
つ
方
に
あ
ゆ
ひ
あ
る
は
、
い
に
し
へ
も
今
も
同
じ
け
れ
ど
﹂

と
い
う
一
節
、
ま
た
、
同
﹃
あ
ゆ
ひ
抄
﹄︵
一
七
七
三
︶
の
﹁
名
を
以
て
物
を
こ

と
は
り
、
装
を
も
て
事
を
さ
だ
め
、
挿
頭
脚
結
を
も
て
言
葉
を
た
す
く
﹂
と
い
う

一
節
に
言
及
し
て
、
言
語
を
﹁
人
体
の
装
飾
に
例
へ
て
、
釈
せ
る
﹂
こ
と
に
注
目

し
て
い
る
。
当
時
の
用
語
体
系
を
参
照
す
る
な
ら
、︿
名
﹀
は
概
念
語
、︿
装よ

そ
ひ﹀
は

陳
述
語
、︿
挿か
ざ
し頭
﹀
は
副
用
語
、︿
脚あ
ゆ
ひ結
﹀
は
関
係
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
、︿
て
に

を
は
﹀
が
補
助
関
係
に
あ
る
名
詞
・
動
詞
の
後
に
付
属
す
る
日
本
語
の
規
則
性
か

ら
﹁
名
、
装
、
か
ざ
し
、
あ
ゆ
ひ
、
の
四
類
の
意
義
上
語
順
上
共
に
国
語
の
本

性
に
一
致
し
た
る
分
類
﹂
だ
と
結
論
さ
れ
る
。﹁
こ
の
故
に
余
を
以
て
富
士
谷
氏

の
説
を
奉
ず
る
も
の
と
い
ふ
人
あ
り
と
て
も
余
は
敢
へ
て
之
を
辞
せ
ざ
る
な
り
﹂。

実
際
、
語
を
︿
体
言
﹀︿
用
言
﹀︿
副
詞
﹀︿
助
詞
﹀
に
四
分
す
る
山
田
文
法
が
富

士
谷
成
章
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

一
方
、
先
行
す
る
国
語
学
者
の
記
述
の
な
か
で
、
富
士
谷
成
章
と
鈴
木
朖
が
は

さ
む
期
間
、﹁
四
十
五
年
の
間
、
わ
が
国
語
品
類
を
如
何
に
区
分
す
べ
き
か
に
つ

き
て
の
研
究
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
﹂
こ
と
が
言
わ
れ
、
そ
の
間
に
位
置
す
る
本

居
宣
長
・
春
庭
に
関
し
て
は
そ
の
名
に
言
及
こ
そ
す
れ
項
目
を
設
け
て
論
じ
る
こ

と
を
山
田
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
宣
長
の
名
が
挙
が
る
と
し
て
も
、
そ
の
評

価
が
成
章
に
比
べ
て
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
点
で
、
山
田
に
よ
る

国
語
史
の
記
述
は
一
貫
し
て
い
る
。
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凡
そ
我
々
が
学
問
の
歴
史
を
研
究
す
る
場
合
、
そ
の
研
究
対
象
た
る
所
の
学

者
若
く
は
学
説
に
対
し
て
批
判
す
る
場
合
に
は
二
様
の
見
地
か
ら
し
て
観
察

し
批
判
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
学
問
上
の
絶
対
的
価
値
の
批
判
で

あ
り
、
他
の
一
は
歴
史
的
価
値
の
批
判
で
あ
る
。
絶
対
的
価
値
と
は
そ
の
学

説
が
真
理
と
し
て
そ
れ
自
体
に
有
す
る
学
術
的
の
価
値
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

歴
史
的
価
値
と
は
そ
れ
が
或
は
前
を
承
け
、
或
は
後
を
導
く
処
の
史
的
展
開

の
過
程
の
上
に
有
す
る
価
値
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
事
実
の
如
何
に
よ
つ
て
は

絶
対
的
価
値
が
高
い
け
れ
ど
、
歴
史
的
価
値
の
著
し
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。

国
語
学
史
上
で
い
へ
ば
、
富
士
谷
成
章
の
業
績
の
如
き
が
そ
の
著
し
い
例
で

あ
る
。
又
絶
対
的
価
値
が
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
歴
史
的
価
値
の
著
し
い
も
の

が
あ
る
。
本
居
宣
長
の
御
国
詞
活
用
抄
の
如
き
が
そ
の
例
で
あ
る
。

︵﹃
国
語
学
史
要
﹄
一
九
三
五
、
岩
波
書
店
︶

山
田
は
、﹁
御
国
詞
活
用
抄
﹂
の
み
な
ら
ず
、﹁
玉
の
緒
の
継
承
者
に
対
し
て
功

過
相
半
す
と
い
ふ
批
評
を
下
さ
む
﹂︵﹃
日
本
文
法
論
﹄︶
と
宣
長
の
語
分
類
そ
の

も
の
の
﹁
歴
史
的
価
値
﹂
に
も
批
判
を
向
け
て
い
る
。﹁
玉
の
緒
研
究
の
結
果
は

本
論
の
著
者
に
偉
大
な
る
賜
を
興
へ
し
と
い
へ
、
其
の
目
的
が
係
結
の
法
則
を
論

ず
る
に
あ
り
し
は
そ
の
著
者
も
明
言
せ
る
處
な
れ
ば
本
居
家
の
学
風
天
下
に
瀰
漫

す
る
に
至
る
や
、
弖
爾
乎
波
の
論
議
は
靡
然
と
し
て
之
に
向
ひ
、
出
づ
る
書
も
出

づ
る
書
も
み
な
玉
の
緒
の
余
流
の
み
﹂。
さ
ら
に
﹁
保
守
的
国
語
論
者
は
玉
の
緒

の
理
想
の
破
壊
を
以
て
、
国
語
滅
亡
の
一
大
事
件
﹂
か
の
よ
う
に
騒
ぎ
立
て
る
が
、

そ
れ
は
﹁
伝
説
的
盲
従
者
流
の
︵
⋮
︶
笑
ふ
べ
き
愚
﹂
で
あ
る
と
ま
で
言
う
の
だ
。

﹁
歴
史
的
価
値
﹂
を
体
現
す
る
は
ず
の
宣
長
の
論
は
正
し
く
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
国
語
学
者
山
田
は
宣
長
と
い
う
存
在
を
遠
ざ
け
つ
つ
、
自
ら
は
﹁
絶
対

的
価
値
﹂
を
有
す
る
富
士
谷
成
章
の
継
承
者
と
し
て
出
発
す
る
。

こ
の
態
度
は
鈴
木
朖
の
文
法
論
か
ら
詞
辞
二
元
論
を
構
築
し
た
時
枝
誠
記
と

対
照
を
な
す
だ
ろ
う
。﹁
鈴
木
朖
の
説
は
本
居
宣
長
の
考
に
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
詞
は
玉
で
あ
つ
て
、
辞
は
こ
れ
を
貫
く
緒
で
あ
り
、
又
詞

は
器
物
で
あ
つ
て
、
辞
は
こ
れ
を
使
ふ
処
の
手
で
あ
る
と
い
ふ
風
に
述
べ
ら
れ
て

ゐ
る
﹂︵﹃
国
語
学
原
論
﹄
一
九
四
一
、
岩
波
書
店
︶。
こ
れ
は
、
鈴
木
朖
﹃
言
語

四
種
論
﹄︵
一
八
二
四
︶
の
一
節
﹁
三
種
ハ
物
事
ヲ
サ
シ
ア
ラ
ワ
シ
テ
詞
ト
ナ
リ
．

テ
ニ
ヲ
ハ
ヽ
其
詞
ニ
ツ
ケ
ル
心
ノ
声
．
詞
ハ
玉
ノ
如
ク
．
テ
ニ
ヲ
ハ
ヽ
緒
ノ
ゴ
ト

シ
．
詞
ハ
器
物
ノ
如
ク
．
テ
ニ
ヲ
ハ
ヽ
其
ヲ
使
ヒ
動
カ
ス
手
ノ
如
シ
．
サ
レ
バ
体

ノ
詞
に
テ
ニ
ヲ
ハ
ヲ
添
テ
活
語
ト
ナ
リ
﹂
を
指
し
て
い
る
が
、﹁
心
ノ
声
﹂
に
つ

い
て
、
山
田
は
﹁
詞
に
つ
け
る
心
の
声
と
は
遂
に
解
釈
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
﹂
と

し
て
理
解
を
示
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
︵﹃
日
本
文
法
論
﹄︶。
一
方
、
時
枝
は
こ

の
語
か
ら
有
名
な
︿
零
記
号
﹀
と
い
う
発
想
を
引
き
出
す
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
両

者
の
態
度
に
、
と
も
に
国
学
的
伝
統
を
受
け
継
い
だ
山
田
と
時
枝
と
の
差
異
が
あ

る
。
そ
し
て
、
時
枝
が
︿
玉
の
緒
﹀
と
い
う
比
喩
を
選
択
し
た
の
に
対
し
て
、
山

田
は
一
貫
し
て
︿
人
体
﹀
の
比
喩
を
使
う
。

富
士
谷
成
章
の
︿
挿
頭
﹀
や
︿
脚
結
﹀
は
端
的
に
︿
頭
﹀、︿
脚
﹀
な
ど
と
表
記

も
さ
れ
、︿
人
体
﹀
の
比
喩
の
肌
理
を
際
立
て
る
。
こ
の
比
喩
を
用
い
て
理
解
さ

れ
る
文
の
形
は
、
文
の
身
体
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
各
部
位
は
有
機
的
に
結

合
さ
れ
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
体
系
は
﹁
意
義
上
語
順
上
共

に
国
語
の
本
性
に
一
致
し
た
る
分
類
﹂
な
の
だ
︵﹃
日
本
文
法
論
﹄︶。
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山
田
孝
雄
は
、
山
田
美
妙
﹃
言
文
一
致
文
例
﹄︵
第
一
篇
、
一
九
〇
一
／
全
一
冊
、

一
九
〇
七
、
と
も
に
内
外
出
版
協
会
︶
が
提
案
す
る
﹁
句
を
交
へ
る
法
﹂
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
︵﹃
日
本
文
法
論
﹄︶。﹁
句
を
交
へ
る
法
﹂
と
は
、﹁
実
に
恐
し

か
つ
た
﹂、﹁
ウ
ム
、
こ
の
仇
が
た
き
﹂
と
い
う
と
こ
ろ
を
﹁
恐
ろ
⋮
⋮
実
に
⋮
⋮

し
か
つ
た
﹂、﹁
こ
の
仇
⋮
⋮
う
ム
⋮
⋮
が
た
き
﹂
と
し
て
語
調
を
強
め
る
書
法
で

あ
る
。﹁
漢
語
で
命
名
す
れ
ば
、
交
錯
句
法
﹂
と
で
も
い
う
べ
き
句
法
は
﹁
雀
の

鳴
き
声
を
調
べ
て
か
ら
思
ひ
附
い
た
﹂
も
の
だ
と
い
う
。
山
田
は
﹁
か
の
小
冊
子

を
繙
き
、
こ
の
条
に
至
り
、
一
度
は
驚
き
、
二
度
は
涙
潜
然
﹂
と
す
る
。
こ
の
用

法
は
﹁
西
洋
語
の
動
詞
と
助
動
詞
と
の
中
間
に
副
詞
を
入
る
ゝ
あ
る
に
思
ひ
つ
き

た
る
か
﹂、
美
妙
の
如
き
は
﹁
実
に
言
語
殊
に
国
語
に
対
す
る
智
識
の
皆
無
な
る
﹂

者
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
書
法
は
﹁
狂
人
的
語
法
﹂
で
あ
る
と
山

田
は
断
じ
る
の
だ
。

身
体
論
的
言
語
観
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
言
語
の
配
列
を
身

体
に
類
比
す
る
こ
と
で
、
各
語
に
︿
全
体
﹀
の
な
か
で
の
︿
正
常
﹀
な
役
割
を
配

分
し
て
ゆ
く
。
そ
の
結
果
、
構
成
さ
れ
る
有
機
的
な
序
列
を
︿
自
然
﹀
な
も
の
と

し
て
正
当
化
し
、
そ
れ
を
乱
す
よ
う
な
用
例
を
︿
異
常
﹀
な
も
の
と
し
て
排
除
す

る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
山
田
の
国
語
論
と
国
体
論
は
使
用
さ
れ
る
比
喩
体
系
を

共
有
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
ひ
と
つ
の
体
系
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と

は
、︿
全
体
﹀
の
中
で
各
部
位
に
相
応
な
位
置
を
配
分
し
て
ゆ
く
こ
と
、
す
な
わ

ち
身
体
の
内
部
に
器
官
を
創
出
し
て
ゆ
く
営
み
で
は
な
い
の
か
。

四
、
和
辻
哲
郎
に
よ
る
山
田
文
法
批
判

そ
れ
は
昭
和
二
〇
年
の
、
た
し
か
九
月
頃
の
こ
と
で
あ
つ
た
。︵
⋮
︶
私
は
、

和
辻
哲
郎
教
授
を
、
江
古
田
の
お
宅
に
お
訪
ね
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。︵
⋮
︶

和
辻
博
士
は
私
の
専
攻
を
お
尋
ね
に
な
つ
た
。
私
が
国
語
学
を
学
ん
で
ゐ
る

旨
を
答
え
る
と
、
和
辻
博
士
は
い
き
な
り
、﹁
山
田
孝
雄
を
ど
う
思
ふ
か
﹂

と
い
は
れ
た
。
私
が
﹁
え
ら
い
学
者
で
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
﹂
と
答
え
る

と
﹁
ど
の
点
を
え
ら
い
と
思
ふ
の
か
﹂
と
き
か
れ
た
。
私
が
﹁
た
と
え
ば
日

本
文
法
論
な
ど
、
非
常
に
独
創
的
な
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
﹂

と
答
え
る
と
、
和
辻
博
士
は
、
日
本
文
法
論
で
、
存
在
詞
と
い
ふ
こ
と
を
は

じ
め
て
称
し
た
や
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
ハ
イ
ゼ
の
文
法
に

あ
る
説
で
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
あ
た
か
も
自
分
の
説
で
あ
る
か
の
や
う
に

書
い
て
あ
る
。
と
い
ふ
こ
と
を
言
は
れ
た
。
私
は
和
辻
博
士
が
、
日
本
文
法

の
こ
と
な
ど
を
立
ち
入
つ
て
御
存
知
な
の
に
驚
い
た
し
、
そ
の
時
の
語
調
が

非
常
に
厳
し
く
、
憤
激
と
い
ふ
べ
き
面
持
ち
で
鋭
く
言
は
れ
た
の
に
驚
い

た
。︵
大
野
普
﹁
明
治
以
後
の
日
本
文
法
論
―
断
片
を
覚
書
と
し
て
―
﹂﹃
解

釈
と
鑑
賞
﹄
一
九
六
五
・
一
〇
︶

こ
の
言
及
以
前
、
和
辻
は
少
な
く
と
も
二
度
、
山
田
孝
雄
と
接
触
し
て
い
る
。

直
接
の
遭
遇
は
、
教
学
刷
新
評
議
会
に
お
い
て
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
二
月
、

貴
族
院
本
会
議
で
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
が
問
題
化
、
こ
れ
に
軍
部
や
在
郷

軍
人
や
右
翼
ら
が
共
鳴
し
て
国
体
明
徴
運
動
が
起
こ
る
。
同
年
一
一
月
に
教
学
刷

新
評
議
会
が
文
部
省
に
置
か
れ
、
思
想
の
統
制
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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翌
年
一
〇
月
に
は
、
同
評
議
会
か
ら
文
部
大
臣
に
対
し
て
、
国
体
護
持
に
基
づ
く

日
本
精
神
を
核
に
し
た
人
文
の
発
展
な
ど
を
趣
旨
と
す
る
答
申
が
提
出
さ
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
神
道
講
座
の
充
実
、
国
体
や
日
本
文
化
科
目
の
拡
充
な
ど
が
な
さ

れ
、
以
後
、
教
育
や
学
問
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
。
同
評
議
会
委
員
に
、
山

田
は
一
九
三
五
年
一
一
月
一
八
日
付
け
で
任
命
さ
れ
た
︵
山
田
忠
雄
他
編
﹃
山
田

孝
雄
年
譜
﹄
一
九
五
九
、
宝
文
館
︶。
和
辻
も
同
委
員
を
務
め
、﹁
総
会
議
事
録
﹂

か
ら
両
者
が
席
を
同
じ
く
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
よ
り
先
立
つ
こ
と
お
よ
そ
四
年
、
間
接
的
な
、
そ
し
て
、
最
初
の
遭
遇
は

一
冊
の
書
物
が
用
意
す
る
。
岩
波
講
座
哲
学
の
一
冊
﹃
倫
理
学
﹄︵
一
九
三
一
、

岩
波
書
店
︶
で
あ
る
。
こ
れ
を
和
辻
は
山
田
へ
送
っ
た
︵
山
田
文
庫
所
蔵
の
同
書

扉
に
は
﹁
山
田
先
生
へ
﹂
と
謹
呈
の
言
葉
が
あ
る
︶。
の
ち
に
﹃
人
間
の
学
と
し

て
の
倫
理
学
﹄︵
一
九
三
四
、
岩
波
書
店
︶
へ
と
結
実
す
る
こ
の
著
作
で
、
和
辻

は
山
田
の
文
法
理
論
、
特
に
︿
存
在
詞
﹀
に
批
判
を
加
え
た
の
だ
。

山
田
は
、
文
と
い
う
一
つ
の
意
味
単
位
の
成
立
に
は
、﹁
主
辞
﹂
と
﹁
賓
辞
﹂

と
い
っ
た
二
種
の
構
成
要
素
と
は
別
に
、﹁
陳
述
の
能
力
即
統
覚
作
用
﹂
と
い
う

︿
全
体
﹀
を
構
成
す
る
第
三
項
が
必
要
だ
と
い
う
︵﹃
日
本
文
法
論
﹄︶。﹁
こ
れ
即

論
理
学
上
の
決
者C

opula

と
称
せ
ら
る
ゝ
も
の
に
該
当
す
。
心
理
学
上
に
い
は

ゆ
る
統
覚
作
用
を
具
象
的
に
あ
ら
は
し
た
る
も
の
な
り
﹂。
日
本
語
で
は
︿
で
あ

る
﹀
に
あ
た
る
こ
れ
は
︿
存
在
詞
﹀
と
命
名
さ
れ
、
山
田
文
法
の
中
核
を
占
め
て

い
る
。

和
辻
は
、
山
田
が
︿
あ
り
﹀
の
本
質
を
繋
辞
と
し
て
の
用
法
に
認
め
た
こ
と
、

つ
ま
り
、
物
の
存
在
を
意
味
す
る
︿
が
あ
る
﹀
に
つ
い
て
、︿
統
覚
﹀
を
純
粋
に

表
象
す
る
︿
で
あ
る
﹀
の
限
定
的
な
用
法
だ
と
す
る
考
え
を
批
判
し
た
。﹁
山
田

氏
は
﹃
あ
り
﹄
を
先
づ
事
物
の
﹃
が
あ
る
﹄
と
し
て
認
め
つ
ゝ
、
そ
れ
が
抽
象
的

と
な
つ
て
﹃
で
あ
る
﹄
に
変
る
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
然
し
﹃
が
あ
る
﹄
は
い
か

に
抽
象
的
精
神
的
と
な
つ
て
も
﹃
で
あ
る
﹄
に
は
転
化
し
な
い
﹂
と
い
う
の
だ
。

﹁﹃
が
あ
る
﹄
は
人
間
が
有
つ
こ
と
で
あ
り
、﹃
で
あ
る
﹄
は
そ
の
持
ち
方
の
限
定
﹂

を
意
味
す
る
。﹁﹃
で
あ
る
﹄
と
﹃
が
あ
る
﹄
と
が
一
に
帰
す
る
と
こ
ろ
の
﹃
あ

り
﹄﹂、﹁
こ
の
両
者
の
根
底
に
根
源
的
な
﹃
あ
り
﹄
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
人
間
の
存
在
で
あ
る
﹂
と
和
辻
は
主
張
す
る
。

陳
述
に
於
て
は
、
人
間
の
存
在
は
す
で
に
先
立
つ
て
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
陳

述
と
は
こ
の
存
在
を
の
べ
ひ
ろ
げ
て
云
ひ
現
は
す
こ
と
で
あ
る
。
の
べ
ひ
ろ

げ
る
に
当
つ
て
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
の
言
葉
に
分
け
ら
れ
、
さ
う
し
て
そ
の
分

け
ら
れ
た
言
葉
が
結
合
せ
ら
れ
る
。
逆
に
云
へ
ば
結
合
の
前
に
分
離
が
あ

り
、
分
離
の
前
に
陳
述
せ
ら
る
べ
き
存
在
が
あ
る
。

山
田
の
よ
う
に
﹁﹃
あ
り
﹄
を
結
合
の
辞
と
す
る
の
は
、
そ
の
結
合
の
前
に
す

で
に
個
々
独
立
の
言
葉
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
前
提
し
つ
ゝ
、
た
ゞ
結
合
の

契
機
を
の
み
見
て
そ
れ
に
先
立
つ
分
離
を
見
な
い
﹂
こ
と
で
可
能
に
な
る
が
、﹁
陳

述
に
於
て
は
結
合
よ
り
も
分
離
の
方
が
重
大
な
契
機
で
あ
る
﹂
と
和
辻
は
言
う
。

し
か
し
、﹁
心
的
作
用
に
分
解
と
統
合
と
の
二
方
面
存
す
る
事
実
﹂、
さ
ら
に
﹁
思

想
作
用
の
特
質
は
実
に
分
解
を
先
に
し
て
再
び
こ
れ
を
総
合
す
る
に
あ
る
﹂
と

は
、
山
田
も
主
張
す
る
と
こ
ろ
だ
︵﹃
日
本
文
法
論
﹄︶。

ま
ず
﹁
分
離
﹂
が
あ
り
、
そ
の
後
に
﹁
統
合
﹂
が
あ
る
。
だ
が
、
原
理
的
に
考

え
れ
ば
、
こ
の
二
つ
は
同
じ
︿
作
用
﹀
が
異
な
っ
て
発
現
し
た
様
態
な
の
で
は
な
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い
か
。
な
ぜ
な
ら
、︿
差
異
化
︵
＝
分
離
︶﹀
さ
れ
る
両
項
は
共
通
尺
度
の
下
に

あ
る
か
ら
こ
そ
差
異
と
し
て
見
出
さ
れ
︵﹁
統
合
﹂
の
先
行
︶、
逆
に
、︿
同
一
化

︵
＝
統
合
︶﹀
は
両
項
が
ま
ず
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
︵﹁
分
離
﹂

の
先
行
︶
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
先
立
つ
と
い
う
循
環
構
造
を
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、︿
同
一
性
﹀
と
︿
差
異
﹀
の
交キ
ア
ス
ム差
︵
両
者
が
不
分

明
な
状
態
︶
が
生
じ
る
。
そ
の
︿
差
異
化
＝
同
一
化
﹀
が
生
起
す
る
瞬
間
を
通
常

の
言
語
で
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
常
に
一
方
の
側
面
を
捉
え
損
な
う
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
田
文
法
に
お
い
て
は
︿
存
在
詞
﹀
が
、
一
方
で
﹁
汎
き
形

式
の
下
に
陳
述
を
な
す
語
﹂
と
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
﹁
陳
述
の
対
象
と
し
て

の
真
の
対
象
は
言
語
と
い
ふ
形
式
に
於
い
て
は
認
め
ら
る
ゝ
こ
と
な
き
も
の
﹂
と

い
う
相
矛
盾
し
た
位
置
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
︵﹃
日
本
文
法
学
概
論
﹄︶。

同
様
に
、︿
国
土
／
国
民
／
主
権
﹀
と
い
う
﹁
三
者
一
を
欠
か
ば
、
既
に
国
家
と

い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
﹂
く
︵﹃
国
体
の
本
義
﹄︶、﹁
統
ら
み
こ
と
﹂

は
、﹁
多
を
ば
一
と
し
て
ふ
さ
ぬ
る
作
用
﹂
を
指
す
と
さ
れ
る
︵﹃
国
史
に
現
れ
た

日
本
精
神
﹄
一
九
四
一
、
朝
日
新
聞
社
︶。
す
な
わ
ち
︿
部
分
の
総
和
＋
Ｘ
﹀
と

い
う
︿
全
体
﹀
性
こ
そ
問
題
な
の
だ
。

北
一
輝
は
、﹁
近
代
思
想
に
於
て
は
君
主
を
国
家
の
一
要
素
と
し
て
、
即
ち
国

家
を
組
織
す
る
一
員
と
し
て
国
家
の
内
に
包
含
す
る
﹂
が
、﹁
国
家
の
内
に
在
る

な
ら
ば
国
家
を
所
有
す
る
能
は
ず
、
包
含
さ
れ
た
る
一
分
子
は
其
の
分
子
を
包
含

す
る
所
の
国
家
に
対
し
て
所
有
権
を
主
張
し
得
べ
き
統
治
の
主
体
た
る
能
は
ず
﹂

と
言
う
︵﹃
国
体
論
及
純
正
社
会
主
義
﹄︶。
す
な
わ
ち
、︿
主
権
者
﹀
が
統
治
の
主

体
で
あ
り
な
が
ら
、
統
治
の
対
象
と
し
て
の
国
家
に
属
す
る
一
員
だ
と
い
う
の

は
、
大
い
な
る
矛
盾
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
︿
集
合
﹀
の
内
に
あ
る
の
か
、
外

に
あ
る
の
か
。﹁
国
家
を
以
て
統
治
者
を
包
含
せ
る
三
要
素
と
せ
ば
、
更
に
統
治

者
た
る
天
皇
が
統
治
者
を
包
含
せ
る
大
日
本
帝
国
を
統
治
す
と
は
解
す
べ
か
ら
ざ

る
こ
と
ゝ
な
る
﹂。
だ
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
逆
説
的
な
不
定
の
要
素
Ｘ
が
︿
全
体
﹀

性
を
構
成
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
、
国
語
・
国
家
の
身
体
に
お
け
る
〈
フ
ァ
ル
ス
〉

﹁
わ
が
国
は
作
つ
た
国
で
は
な
い
︵
⋮
︶、
生
ま
れ
た
国
で
あ
る
か
ら
、
国
の
は

じ
ま
り
を
た
づ
ね
た
づ
ね
て
溯
れ
ば
、
そ
の
親
た
る
神
様
に
帰
着
し
て
し
ま
ふ
﹂

︵﹃
国
家
の
淵
源
を
教
ふ
る
国
生
の
物
語
﹄
一
九
三
五
、
西
東
書
房
︶。
山
田
は
﹁
古

事
記
﹂
や
﹁
日
本
書
紀
﹂
の
描
く
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
演
じ
る
国
生
み
神
話

を
﹃
国
体
の
本
義
﹄
や
﹃
肇
国
の
精
神
﹄︵
一
九
三
九
、
教
学
局
︶
等
で
た
び
た

び
取
り
上
げ
て
い
る
。﹁
国
生
の
物
語
と
申
し
ま
す
る
の
は
、
ご
存
知
の
や
う
に
、

わ
が
国
の
は
じ
ま
り
を
説
く
物
語
と
し
て
、
わ
が
国
の
古
典
す
べ
て
に
通
じ
て
伝

へ
ら
れ
た
あ
る
物
語
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
物
語
が
わ
が
国
家
の
は
じ
め
と
な
つ

て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
﹂︵
同
︶。

ま
ず
、︿
制
作
﹀︵
＝
作
る
︶
と
︿
創
出
﹀︵
＝
生
む
︶
が
区
別
さ
れ
る
。﹁﹁
作
る
﹂

と
い
ふ
の
は
、
元
来
あ
る
物
に
人
工
を
加
え
て
︵
⋮
︶
別
の
物
と
す
る
こ
と
﹂
で
、

﹁
何
も
な
か
つ
た
も
の
を
あ
る
や
う
に
す
る
こ
と
を
い
ふ
の
で
は
﹂
な
い
。
つ
ま

り
、
対
象
の
被
制
作
性
と
は
、
様
態
の
推
移
に
つ
い
て
、
以
前
の
状
態
へ
と
遡
行

可
能
な
場
合
を
指
す
。
歴
史
と
は
、
こ
の
︿
原
因
―
結
果
﹀
の
連
鎖
に
他
な
ら
な

い
。
対
し
て
﹁﹁
う
ま
る
ゝ
﹂
と
い
ふ
こ
と
は
そ
の
原
因
動
機
が
如
何
に
あ
れ
、
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そ
の
源
は
人
為
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
示
す
﹂。
す
な
わ
ち
、
先
行
す
る
も

の
の
存
在
し
な
い
、
無
か
ら
の
絶
対
的
な
創
始
で
あ
る
。﹁
か
く
し
て
溯
り
溯
れ

ば
際
限
の
無
い
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
根
本
究
極
の
本
源
が
無
く
て

は
な
ら
﹂
な
い
。
国
家
の
起
源
に
は
、
こ
の
よ
う
に
非
合
理
的
な
︿
神
話
﹀
が
あ

る
。﹁
神
話
的
思
考
と
は
︵
⋮
︶
定
礎
の
虚
構
と
い
う
思
考
、
あ
る
い
は
虚
構
に

よ
る
定
礎
と
い
う
思
考
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
﹂︵
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ

ン
シ
ー
、
西
谷
修
・
安
原
伸
一
郎
訳
﹃
無
為
の
共
同
体
﹄
二
〇
〇
一
、
以
文
社
︶。

歴
史
的
出
来
事
の
連
鎖
を
︿
因
果
の
系
列
＋
Ｘ
﹀
と
い
う
︿
全
体
﹀
と
し
て
客
観

的
に
記
述
す
る
た
め
に
は
、
神
話
的
開
示
の
よ
う
な
虚
構
が
か
え
っ
て
求
め
ら
れ

る
の
だ
。

ま
た
、
山
田
に
よ
れ
ば
、
人
間
を
単
な
る
物
質
の
集
合
以
上
の
存
在
に
す
る

︿
精
神
﹀︵
＝
魂
︶
と
は
、﹁
今
の
語
に
て
い
は
ゞ
中
心
と
い
ふ
程
の
意
あ
る
語
﹂
で
、

﹁
実
地
若
く
は
学
問
の
上
に
て
証
明
す
る
こ
と
は
今
日
に
て
は
恐
ら
く
は
不
可
能
﹂

だ
が
、
か
と
い
っ
て
﹁
決
し
て
迷
信
と
か
野
蛮
と
か
い
ひ
て
こ
れ
を
冷
眼
視
す
べ
﹂

き
で
は
な
い
︵﹃
国
体
の
本
義
﹄︶。
山
田
思
想
の
標
的
は
単
な
る
部
分
の
︿
総
計
﹀

で
は
な
く
、
特
定
の
部
位
に
は
還
元
で
き
な
い
要
素
Ｘ
、﹁
特
別
の
機
能
を
な
す

本
体
﹂︵
同
︶
が
構
成
す
る
︿
全
体
﹀
性
な
の
で
あ
る
。

国
家
の
み
な
ら
ず
主
体
に
つ
い
て
も
、
過
去
―
現
在
―
未
来
と
い
う
継
起
的
な

時
間
の
︿
全
体
﹀
性
を
保
証
す
る
不
定
の
要
素
Ｘ
が
、
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

。

人
格
は
、
人
の
思
想
行
動
に
於
い
て
統
一
あ
る
を
主
点
と
す
。︵
⋮
︶
将
来

の
思
想
行
動
も
ま
た
、
過
去
現
在
の
思
想
行
動
と
共
に
統
一
せ
ら
る
ゝ
も
の

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

0

0

0

0

。
過
去
と
現
在
と
連
絡
を
断
ち
現
在
と
将
来
と
何
等
の

連
鎖
な
き
も
の
は
、
真
の
統
一
と
は
い
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
は
勿
論
の
こ
と
な

り
と
す
。
／
国
の
主
権
の
統
一
も
ま
た
之
に
同
じ
か
る
べ
し

0

0

。

︵﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄、
強
調
引
用
者
︶

そ
こ
で
、﹁
先
天
的
意
識
統
一
に
よ
る
、
之
を
名
づ
け
て
先
天
的
統
覚

︵T
ransscendentale A

pperception

︶︵
⋮
︶、
カ
ン
ト
の
所
謂
統
覚
力
が
言
語

に
発
表
せ
ら
る
ゝ
を
得
れ
は
繋
辞
は
実
に
是
な
り
﹂︵
桑
木
厳
翼
﹃
哲
学
概
論
﹄

一
九
〇
〇
、
東
京
専
門
学
校
出
版
部
︶
と
い
う
新
カ
ン
ト
主
義
の
哲
学
か
ら
着
想

を
得
て
、
山
田
は
﹁
真
の
統
一
﹂︵
＝
統
覚
︶
を
表
象
す
る
︿
存
在
詞
﹀
を
提
起

し
た
の
で
あ
っ
た

5

。

純
粋
に
︿
統
覚
﹀
の
み
を
表
象
す
る
と
い
う
︿
存
在
詞
﹀
に
あ
た
る
ラ
テ
ン
語

﹁copula

﹂
に
は
、﹁
結
び
つ
け
る
も
の
，
紐
，
綱
﹂、﹁
船
を
ひ
っ
か
け
て
引
き
寄

せ
る
錨
型
の
か
ぎ
﹂
の
ほ
か
に
﹁
結
合
，
愛
︵
友
情
︶
の
絆
﹂
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
動
詞
﹁copulo

﹂
に
は
﹁
二
つ
の
も
の
を
つ
な
ぐ
，
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
，
つ

な
い
で
︵
結
ん
で
︶
一
つ
の
も
の
を
つ
く
る
﹂、﹁
連
結
︵
接
合
︶
さ
せ
る
，
合

併
︵
連
合
︶
さ
せ
る
，
団
結
︵
一
致
︶
さ
せ
る
，
結
婚
︵
協
力
︶
さ
せ
る
﹂
等
の

意
味
が
あ
る

6

。
つ
ま
り
、︿
存
在
詞copula

﹀
は
文
法
的
意
味
に
加
え
て
男
女
の

結
合
を
意
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
の
起
源
に
位
置
す
る
男
女
の
二
柱
神
に

よ
る
国
生
み
の
︿
神
話
﹀
と
通
じ
て
い
る
。﹁
こ
の
記
号
表
現
︵
＝
フ
ァ
ル
ス
︶

は
、
ひ
と
が
性
的
結
合
に
よ
っ
て
、
現
実
界
か
ら
捕
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
っ

と
も
顕
著
な
も
の
と
し
て
、
同
時
に
、
そ
れ
が
︵
論
理
的
︶
繋
辞
に
等
し
い
の

で
︵
⋮
︶、
最
も
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
﹂

︵
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
、
佐
々
木
孝
次
訳
﹁
フ
ァ
ル
ス
の
意
味
作
用
﹂﹃
エ
ク
リ
Ⅲ
﹄
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一
九
八
一
、
弘
文
堂
︶。
山
田
は
、
国
語
・
国
家
と
い
う
有
機
的
身
体
に
、
性
的

結
合
と
︿
統
覚
﹀
を
表
象
す
る
逆
説
的
な
要
素
Ｘ
、︿
フ
ァ
ル
ス
﹀
を
導
入
し
た

の
だ
と
は
い
え
ま
い
か
。

北
一
輝
は
、
天
皇
が
統
治
権
を
保
持
す
る
と
い
う
有
機
的
国
家
論
者
は
、
憲
法

の
本
義
に
も
と
る
﹁
復
古
的
革
命
主
義
﹂
者
で
あ
り
、﹁
其
の
頭
蓋
骨
を
横
ざ
ま

に
万
世
一
系
の
一
語
に
撃
れ
て
白
痴
と
な
﹂
っ
て
い
る
の
だ
と
言
っ
た
︵﹃
国
体

論
及
純
正
社
会
主
義
﹄︶。
そ
の
よ
う
な
非
合
理
的
な
者
達
に
崇
拝
さ
れ
る
天
皇
は

﹁
土
人
部
落
の
土
偶
﹂
で
し
か
な
い
。
で
は
、
国
家
有
機
体
説
を
主
張
す
る
山
田

も
ま
た
、
単
な
る
﹁
白
痴
﹂
の
一
人
だ
っ
た
の
か
。

い
や
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。﹁
ど
ん
な
哲
学
者
も
、
近
世
に
な
つ
て
は
大

抵
世
界
を
相
待
に
見
て
、
絶
待
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
め
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ

で
も
絶
待
が
あ
る
か
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
る
﹂︵
森
鷗
外
﹁
か
の
や
う
に
﹂﹃
中
央

公
論
﹄
一
九
一
二
・
一
︶
の
で
は
な
い
か
。
鷗
外
が
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
を
経
由
し

た
カ
ン
ト
哲
学
で
︿
大
逆
事
件
﹀
に
応
答
し
た
よ
う
に
、
山
田
孝
雄
も
︿
統
覚
﹀

を
導
入
し
て
対
応
し
た
の
だ
。

﹁
統
制
的
理
念
﹂
と
い
う
カ
ン
ト
の
モ
デ
ル
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
神
話
の

働
き
の
近
代
的
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
出
現
す
る
こ

と
は
な
い
も
の
の
、
思
考
と
行
動
に
対
し
て
規
則
を
与
え
る
、
神
話
の
虚
構

と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
﹁
か
の
よ
う
に
﹂
の
哲
学
︵
単

に
﹃
か
の
よ
う
に
の
哲
学
﹄︵D

ie Philosophie des A
ls O

b

︶
で
知
ら
れ
て

い
る
［
ハ
ン
ス
・
］
ヴ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ニ
ー

チ
ェ
や
フ
ロ
イ
ト
、
そ
し
て
一
つ
の
近
現
代
の
思
考
の
様
態
す
べ
て
に
み
ら

れ
る
も
の
だ
が
︶
が
あ
り
、
神
話
系
と
混
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
そ
れ

で
も
な
お
そ
れ
に
類
似
し
た
外
観
を
も
つ
い
っ
さ
い
の
哲
学
が
あ
る
。
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
つ
ね
に
虚
構
に
お
け
る
定
礎
で
あ
る
。

︵
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー
﹃
無
為
の
共
同
体
﹄︶

鷗
外
は
︿
か
の
や
う
に
﹀
と
答
え
、
山
田
は
︿
ね
ば
な
ら
な
い
﹀
と
応
じ
た
の

で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
︿
ね
ば
な
ら
な
い
﹀
と
い
う
当
為
は
、
論
理
性
の
放
棄
な

の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
︿
理
性
﹀
が
そ
の
本
性
に
よ
っ
て
招
来
し
た

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。﹁
理
性
は
︵
⋮
︶
一
切
の
条
件
付
き
の
も
の
に
対
し
て
無

条
件
者
︵
＝
絶
対
的
な
も
の
―
引
用
者
︶
を
要
求
し
、
ま
た
こ
う
し
て
条
件
の
系

列
の
完
結
を
要
求
す
る
﹂︵
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
、
篠
田
秀
雄
訳
﹃
純
粋
理
性

批
判
﹄
一
九
六
一
、
岩
波
書
店
︶
の
だ
。﹁﹁
理
性
の
法
則Vernunftsregel

﹂
と

は
つ
ね
に
﹁
等
置Vergleichung

﹂
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
原
因
と
い
う
概
念

は
結
局
分
析
不
能
な
概
念
で
あ
る
―
―
つ
ま
り
理
性
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
―
―
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
原
因
と
い
う
機
能
に
は
本
質
的
に
何

ら
か
の
﹁
裂
け
目
﹂
―
―
こ
れ
は
カ
ン
ト
自
身
に
よ
っ
て
﹃
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
﹄
の

中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
す
―
―
が
残
さ
れ
て
い
る
﹂︵
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ

ン
、
小
出
浩
之
ほ
か
訳
﹃
精
神
分
析
の
四
基
本
概
念
﹄
二
〇
〇
〇
、
岩
波
書
店
︶。

そ
れ
以
前
に
遡
行
で
き
な
い
よ
う
な
大
文
字
の
原
因
が
︿
理
性
﹀
に
も
た
ら
す

﹁
裂
け
目
﹂
を
神
話
や
虚
構
、﹁
土
人
部
落
の
土
偶
﹂
と
い
っ
た
表
象
が
埋
め
る
。

次
の
一
節
を
、
カ
ン
ト
哲
学
を
参
照
し
て
︿
統
覚
﹀
を
導
入
し
た
先
の
一
節
と

比
較
し
て
ほ
し
い
。

生
長
と
い
ふ
は
生
物
即
植
物
及
動
物
に
於
い
て
見
ら
る
ゝ
現
象
に
し
て
、



一
二

有
機
的
〈
国
体
／
国
語
〉
論
の
本
義
（
西
野
）

︵
⋮
︶
そ
の
己
に
適
当
な
る
外
物
を
相
当
の
機
関
に
よ
り
て
摂
取
し
て
、
之

を
自
己
の
体
内
の
組
織
に
同
化
せ
し
め
、
こ
れ
に
よ
り
順
次
に
進
化
発
展
し

行
く
も
の
な
り
而
、
こ
の
場
合
に
あ
り
て
、
そ
の
摂
取
す
る
外
物
を
ば
自
己

を
中
心
と
し
て
同
化
せ
し
め
、
自
己
は
昨
日
の
自
己
た
る
に
於
い
て
は
同
一

と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
そ
の
実
質
に
於
い
て
は
、
一
層
豊
富
に
、
一
層
秩
序

正
し
く
、
し
か
も
一
層
力
強
く
な
り
行
く
も
の
な
り
。
国
運
の
発
展
は
こ
の

点
に
於
い
て
は
正
に
か
く
の
如
き
な
り
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即
、
外

国
其
他
よ
り
己
に
適
当
な
る
事
物
を
と
り
来
た
り
て
、
之
を
摂
取
し
て
わ
が

国
体
に
同
化
せ
し
め
、
之
に
よ
り
国
家
が
順
次
に
進
化
発
達
し
行
く
べ
き
も

の
な
り
。︵﹃
大
日
本
国
体
概
論
﹄︶

対
立
的
な
差
異
を
同
化
す
る
︿
統
覚
﹀
は
有
機
体
に
よ
る
無
限
の
生
長
を
保
証

す
る
だ
ろ
う
。

山
田
孝
雄
の
有
機
的
国
語
論
・
国
体
論
は
、
カ
ン
ト
哲
学
か
ら
︿
超
越
論
的
統

覚
﹀
を
導
入
し
た
。
カ
ン
ト
は
﹁
純
粋
理
性
は
あ
ま
た
の
肢
体
か
ら
成
る
有
機
体

そ
っ
く
り
の
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
こ
で
は
一
切
の
も
の
が

そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
器
官
で
あ
り
、
全
体
は
各
個
の
た
め
に
存
し
、
各
個
は
ま
た
全

体
の
た
め
に
存
す
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
﹂
と
言
う
︵﹃
純
粋
理
性
批
判
﹄︶。︿
理

性
﹀
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
構
築
さ
れ
た
有
機
的
な
体
系
の
中
核
に
は
逆
説
的
な

要
素
Ｘ
が
あ
り
、︿
理
性
﹀
が
そ
の
本
性
か
ら
招
来
し
た
﹁
土
人
部
落
の
土
偶
﹂

を
︿
理
性
﹀
自
身
に
よ
っ
て
厄
払
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
身
に
一
撃
さ
れ

た
︿
理
性
﹀
は
等
し
く
﹁
白
痴
﹂
と
な
る
だ
ろ
う
。

注1

　

 

尾
上
圭
介
﹃
文
法
と
意
味
Ⅰ
﹄︵
二
〇
〇
一
、
く
ろ
し
お
出
版
︶
な
ど
が
あ
る
。

　

2

　

 

イ
・
ヨ
ン
ス
ク
﹃﹁
国
語
﹂
と
い
う
思
想
﹄︵
一
九
九
六
、
岩
波
書
店
︶
が
あ
る
。

　

3

　

 

引
用
は
﹃
国
体
論
及
純
正
社
会
主
義
﹄︵
一
九
五
〇
、
北
一
輝
遺
著
刊
行
会
︶
よ
り
。

　

4

　

 

同
時
代
に
、︿
病
﹀
と
い
う
記
号
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、

内
藤
千
珠
子
﹃
帝
国
と
暗
殺　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
る
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
編

成
﹄︵
二
〇
〇
五
、
新
曜
社
︶
が
詳
し
い
。

　

5

　

 

拙
稿
﹁︿
汚
名
﹀
を
返
す
―
山
田
孝
雄
の
思
想
に
お
け
る
︿
統
覚
﹀
の
位
置
―
﹂︵﹃
昭

和
文
学
研
究
﹄
二
〇
一
一
・
三
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

6

　

 

國
原
吉
之
助
﹃
古
典
ラ
テ
ン
語
辞
典
﹄
二
〇
〇
五
、
大
学
書
林
／
ま
た
、﹁copula

﹂

に
は
、﹁1. A

 close relationship betw
een persons or things, bond, tie, 

intim
ate conexion.

﹂ 

の
意
味
が
、
派
生
語
﹁copulatus

﹂
に
は
﹁A

ssociated in 

nature, closely connected

︵of tw
o things, or of one thing w

ith another

︶. 
b

︵of persons

︶connected by blood or m
arriage, related

﹂
の
意
味
、

﹁copulo

﹂
に
は
、﹁1. To join physically, connect, couple.

﹂、﹁2. To unite 

︵persons

︶for practical purpose, ally, associate, etc.

﹂
の
ほ
か
に
﹁4. T

o 

m
ake or construct by joining

︵
⋮
⋮
︶to form

︵a friendship, m
arriage 

or other association

︶.﹂
の
意
味
が
あ
る
︵O

xford Latin D
ictionary, O

xford 

U
niversity Press, 1968.

︶。


